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同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
、
黒
川
高
校
も
創
立
一
二
三
年
目
を

迎
え
、卒
業
生
も
二
万
名
を
突
破
致
し
ま
し
た
。

　
母
校
の
生
徒
は
大
半
が
黒
川
地
域
の
出
身

で
、
最
近
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
見
る
と
、

県
外
へ
の
転
出
は
数
名
に
す
ぎ
ず
黒
川
高
校

の
特
色
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
黒
川
高

校
の
特
色
と
い
え
ば
、
普
通
科
を
併
設
す
る

県
内
唯
一
の
工
業
系
高
校
で
あ
る
こ
と
や
北

部
工
業
団
地
に
最
も
近
い
高
校
で
あ
る
事
、

さ
ら
に
は
就
職
決
定
率
の
高
い
高
校
で
あ
る

事
な
ど
で
す
。

　
卒
業
後
も
地
域
に
定
着
し
、
地
域
の
中
で

努
力
、
貢
献
し
て
い
る
姿
を
見
る
事
が
で
き

る
こ
と
は
、
同
窓
生
と
し
て
う
れ
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
三
年
余
り
、
い

ま
だ
終
息
の
見
通
し
も
な
く
、
多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
の
学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
経
済
産
業
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
部
活
動
や
学
校
生
活
に

全
力
で
努
力
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
地
域
と
と
も
に
歩
ん

で
い
る
母
校
と
同
窓
会
に
対
し
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校

の
発
展
の
た
め
に
、
物
心
両
面
か
ら
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
四
月
か
ら
本
校
に
着
任
し

て
お
り
ま
す
遠
藤
俊
樹
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
、

黒
高
に
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
の
三
年
間
機
械
科
の
教
員
と

し
て
お
世
話
に
な
り
、
再
び
勤
務
で
き
ま

す
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

黒
高
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
母
校

の
教
育
振
興
の
た
め
、
変
わ
ら
ぬ
お
力
添

え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
四
月
に
本
校
に
赴
任
し
て
あ
ら

た
め
て
黒
高
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。
生
徒
会
誌
「
稲
陵
」
の
名
前
や
校

章
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残
っ
て

い
ま
し
た
が
、現
在
の
校
訓「
公
正
」「
友
愛
」

「
開
拓
」
に
つ
い
て
は
、
い
つ
頃
か
ら
校
訓

と
な
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
由
来

が
あ
る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
記
念
誌
を
調

べ
て
み
る
と
百
周
年
記
念
誌
の
「
新
制
高

校
を
語
る
座
談
会
」（
平
成
十
一
年
七
月
開

催
）
の
中
で
農
業
土
木
科
一
回
生
の
堀
籠

勇
さ
ん
が
当
時
の
小
野
寺
友
二
校
長
先
生

が
入
学
式
の
式
辞
で
「
三
つ
の
Ｆ
の
精
神
」

「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
の
お
話
を
さ
れ
て
い

た
の
が
非
常
に
強
烈
な
印
象
に
残
っ
て
い

る
と
お
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
昭
和
三
十
八
年
四
月
の
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、生
徒
会
誌「
稲
陵
」の
創
刊
号（
昭

和
四
十
三
年
度
発
行
）
の
巻
頭
言
で
当
時

の
生
徒
会
長
千
葉
正
志
さ
ん
が
「
黒
高
生

独
自
の
三
Ｆ
精
神
つ
ま
り
、「
フ
ァ
イ
ト
」

「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」

で
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
き
た
。」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
た
昭
和
五

十
三
年
発
行
の
黒
高
新
聞
に
は
、「
＝
黒

高
三
Ｆ
精
神
は
燃
え
続
け
る
＝ 

友
情

（Friendship

）
公
明
正
大
（Fairplay

）

気
魄
（Fight

）」
の
見
出
し
で
当
時
の
黒
高

生
の
文
武
両
面
で
の
活
躍
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
校
訓
の
由
来
に
つ
い
て
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
同
窓
会
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
幾
多
の
学
科
改
編
を
繰
り
返
し
て

き
た
本
校
に
と
っ
て
、
黒
高
の
三
Ｆ
精
神

は
将
来
に
わ
た
っ
て
語
り
継
ぐ
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご 

挨 

拶
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
会 

長　

山
路
　
義
明

　
　
　
　
　

ご 

挨 

拶校 

長　

遠
藤
　
俊
樹
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㈠ 

令
和
三
年
度
事
業
報
告

　 

並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡ 
令
和
四
年
度
事
業
計
画

　 
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢ 

そ
の
他

会
　
　
長 

山
路
　
義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

大
友
　
勝
衛

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

堀
籠
日
出
子

 

（
Ｓ
四
二
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　
事 

渡
辺
　
政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　
事 

庄
司
　
正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　
事 

浅
野
　
芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　
問 

藤
倉
　
知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　
問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　
問 

金
　
　
和
宏 （
元
校
長
）

顧
　
　
問 

本
郷
　
貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　
問 

市
川
　
敬
行 （
元
校
長
）

参
　
　
与 

遠
藤
　
俊
樹 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

佐
々
木
寛
征 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　
葵 （
教
職
員
）

令和四年度  同窓会評議員会

◉
東
京
同
窓
会 

◉
仙
台
支
部 

◉
吉
岡
支
部 

◉
大
衡
支
部 

◉
吉
田
支
部 

◉
落
合
支
部 

◉
粕
川
支
部 

◉
宮
床
支
部 

◉
富
谷
支
部

◉
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◉
大
谷
支
部 

◉
利
府
支
部

◉
大
松
沢
支
部 

◉
松
島
支
部

◉
鶴
巣
支
部
　  

◉
栃
木
県
人
会

　
六
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
一
時

よ
り
町
内
の
遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同

窓
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
母
校
よ
り
遠
藤
俊
樹
校
長
、
山

田
昌
弘
教
頭
、
村
上
貴
宏
事
務
室
長

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
遠
藤
校
長
か
ら

は
母
校
の
近
況
報
告
を
兼
ね
た
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。会
則
に
従
っ
て
、

会
長
が
議
長
と
な
り
、
事
務
局
よ
り

令
和
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

監
事
の
山
田
耕
一
郎
さ
ん
が
退
任
し

て
後
任
人
事
で
庄
司
正
巳
さ
ん
が
役

員
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
懇
親
会
は
行
わ
ず
、
散
会

し
ま
し
た
。

 ４月８日㈭
 ５月 
 ６月 10日㈭
　　12日㈯
 
 ８月１日㈰

 ８月 20日㈮
 
 ８月21日㈯
 ８月27日㈮
10月 15日㈮
11月

 １月22日㈯
 ２月
 
２月28日㈪
 
３月１日㈫
 
３月  27日㈰
 
３月  29日㈫

入学式
落合支部総会 → 中止
吉田支部総会
評議員会
大衡支部総会 → 中止
吉田支部環境整備

学校助成（ものづくりコンテスト
測量部門東北大会出場～8/21）

同窓会総会 → 中止
役員会
120周年記念式典，記念講演
東京同窓会総会 → 中止
仙台支部総会 → 中止
吉岡支部総会 → 中止
学校助成（柔道部東北大会出場 ～1/23）
同窓会報　第65号発行

同窓会入会式
支部長会議　→　中止

卒業式

学校助成（全国高等学校選抜
レスリング大会出場～3/29）

監査・役員会

黒川高校　体育館

集会所
黒川高校　同窓会館

舘山公園

秋田県立西目高等学校

遠藤旅館
１F選択教室
黒川高校　体育館

石巻市総合体育館
4,800部印刷（中村印刷）

黒川高校　体育館

黒川高校　体育館

新潟市東総合
スポーツセンター

黒川高校 同窓会館

１　会　　　費
　１）終身会費
２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費
　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成
４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

1,641,000
1,641,000
817,483

517
2,459,000

1,650,000
1,650,000
817,483
10,016

2,477,499

9,000
9,000

0
9,499
18,499

@3,000円×550名

利息，寄付金（同窓生より）

340,000
140,000
200,000
120,000
70,000
50,000
990,000
280,000
300,000
10,000
400,000
300,000
200,000
100,000
5,000

300,000
400,000
4,000

2,459,000

50,748
34,748
16,000
11,725
6,556
5,169

387,192
120,000
197,392
8,800
61,000
150,240
150,240

0
5,000

300,000
400,000

0
1,304,905

△ 289,252
△ 105,252
△ 184,000
△ 108,275
△ 63,444
△ 44,831
△ 602,808
△ 160,000
△ 102,608
△ 1,200

△ 339,000
△ 149,760
△ 49,760
△ 100,000

0
0
0

△ 4,000
△ 1,154,095

ハガキ，送料，事務用品他
役員，事務局旅費

役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行，郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金(6)

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目

収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引

予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】2,477,499－【支出合計】1,304,905＝【差引残額】1,172,594
（次年度へ繰り越し）

※ただし科目間の流用を認めるものとする
2,646,000 2,646,000 0

【令和４年度　収支予算書（案）】

【令和３年度　収支決算報告書】 【令和３年度　同窓会事業報告】

（単位：円）

【
本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す
】

【
本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す
】

【
議 

題
】

【
議 

題
】

【
支
部
等
は
次
の
通
り
で
す
】

【
支
部
等
は
次
の
通
り
で
す
】

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所
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環
境
技
術
科
の
課
題
研
究
も
の
づ
く
り

班
は
、
今
年
の
夏
に
「
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
宮
城
県
大
会
・

東
北
大
会
測
量
部
門
」
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
の
内
容
は
、
一
校
三
人
一
組

の
チ
ー
ム
で
測
量
を
行
い
、
そ
の
精
度
や

誤
差
、競
技
時
間
な
ど
で
競
い
合
い
ま
す
。

　
測
量
の
実
習
は
、
一
年
生
の
時
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
生
の
時
は
、
水
準

測
量
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
二
年
生
の

時
か
ら
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用

し
た
実
習
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二
年

生
の
時
は
、
据
え
付
け
な
ど
の
基
本
操
作

を
学
び
ま
し
た
。
三
年
生
で
は
、
二
年
生

で
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
し
て
五
角
形
の
ト

ラ
バ
ー
ス
測
量
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
の

お
か
げ
で
測
量
に
対
す
る
自
信
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
は
黒
川
高
校
が
優
勝
し
て
い

て
連
覇
が
か
か
っ
て
い
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
ま
し
た
が
、暑
い
中
練
習
を
続
け
、

大
会
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
に
な
り
、
各
校
の
チ
ー
ム
が

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
強

そ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
負
け
る
気
は

ま
っ
た
く
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
競
技
が
始

ま
っ
た
ら
、
緊
張
は
消
え
て
い
て
い
つ
も

通
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
競
技

が
終
了
し
、
閉
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

役
員
の
方
が
第
三
位
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

き
、
無
事
最
後
に
名
前
を
呼
ば
れ
連
覇
を

達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
後
日
行
わ
れ
た
東
北
大
会
で
は
、
各
県

の
優
勝
校
と
の
競
い
合
い
で
し
た
。
私
達

は
そ
こ
で
も
い
つ
も
通
り
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
、
な
ん
と
黒
川
高
校
で
初
め
て

の
二
位
入
賞
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
終
え
て
、努
力
の
大
切
さ
、

仲
間
と
の
協
力
、
あ
と
一
歩
の
所
で
逃
し

た
優
勝
と
い
う
頂
に
届
か
な
か
っ
た
悔
し

さ
な
ど
た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
ま
で
指
導
し
て
く
れ
た

先
生
た
ち
に
は
、
感
謝
し
か
な
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

相
撲
大
会
に
向
け
て
日
々
整
備
や
調
整
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
操
縦
練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
二
つ
の
大
会
に
参
加
し
、
全
国
大
会

に
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
選
手
権
北
海
道
・

東
北
選
手
権
大
会
で
は
と
ん
か
つ
一
号
が
三
位

と
い
う
結
果
で
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は
と
ん
か

つ
一
号
の
補
助
員
だ
っ
た
の
で
三
位
と
い
う
結

果
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
悔
し
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
大
会
宮
城
県

大
会
で
は
、
と
ん
か
つ
一
号
が
優
勝
、
サ
ー
モ

ン
五
号
が
準
優
勝
、
マ
グ
ロ
四
号
が
三
位
と
な

り
、
ラ
ジ
コ
ン
型
の
一
位
か
ら
三
位
ま
で
を
独

占
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
人
的
に
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
と
し
て

も
す
ご
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
で

一
位
、
二
位
に
な
っ
た
と
ん
か
つ
一
号
と
サ
ー

モ
ン
五
号
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国
大
会
ラ
ジ
コ
ン

型
の
部
で
は
約
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
力
を
出
し
切
っ
て
戦
っ
た

結
果
、
と
ん
か
つ
一
号
が
ベ
ス
ト
８
、
サ
ー
モ

ン
五
号
は
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
個
人
的
に
は
負
け
た
悔
し
さ
よ
り
も
全
国

大
会
で
全
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
手
に
互
角
に
渡
り

合
え
て
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
全
国

の
ロ
ボ
ッ
ト
は
パ
ワ
ー
と
機
動
力
が
高
く
、
か

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

な
り
強
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
私

た
ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
通
用
し
て
い
た
の
で
次
は

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
私
は
今
年
度
の
大
会
で
多
く
の
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

来
年
は
良
い
結
果
を
残
し
て
引
退
で
き
れ
ば
な

と
思
い
ま
す
。

　
機
械
科
２
年　

榊
原
　
　
京

今年 の活 躍
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　 

2
0
2
2 

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　 

2
0
2
2 

　
環
境
技
術
科
３
年　

鈴
木
　
聖
斗

黒川高等学校同窓会報　令和5年（2023年）３月1日発行



４令和5年（2023年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報

硬式野球部
春季宮城県高等学校野球　地区大会
　１回戦　黒川 12－１ 小牛田農林
　（５回コールド）
　２回戦　黒川 4－11 東北学院榴ヶ岡
　敗者復活戦　黒川 １－６ 利府
全国高等学校野球選手権宮城大会
　１回戦　黒川 ０－4 日本ウェルネス宮城
秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
　１回戦　黒川 ０－10 仙台商業
　（５回コールド）

サッカー部
宮城県高等学校総合体育大会　
　１回戦　黒川 ０－５ 宮城県工業
全国高等学校サッカー選手権大会宮城県1次予選
　１回戦　黒川 １－０ 仙台高専名取
　ブロック決勝　黒川 １－２ 古川工業
宮城県高等学校サッカー新人大会　
　２回戦　黒川 12－０ 中新田・加美農
　３回戦　黒川 ４－２ 石巻工業
　４回戦　黒川 ０－８ 宮城工業
　【べスト16】

陸上競技部
宮城県高校総合体育大会
　男子 100m　佐々木友樹　準決勝進出　
宮城県高等学校新人陸上競技大会
　男子やり投げ 折笠朔久　決勝進出　

男子テニス部
宮城県高等学校総合体育大会
　団体戦　１回戦　黒川 １－２ 仙台東
宮城県高等学校新人大会
　団体戦　１回戦　黒川 １－４ 名取北
宮城県大崎地区総合体育大会
　男子シングルス　【優　勝】　瀬野尾翔真
　男子ダブルス　   【優　勝】　瀬野尾翔真
 　　　　　　　　　　　　　  小川元気

女子テニス部
宮城県大崎地区高等学校総合体育大会
　女子シングルス　【第３位】　佐藤寧音
宮城県大崎地区高等学校新人大会
　女子シングルス　【第２位】　佐藤玲乃愛

バレーボール部
全日本バレーボール高等学校選手権大会
宮城県代表決定戦 兼 仙台放送杯争奪
宮城県大会　一次予選
　男子　１回戦　黒川 ２－０ 仙台城南
　　　　２回戦　黒川 ０－２ 仙台育英
　女子　１回戦　黒川 ２－１ 石巻桜坂
　　　　２回戦　黒川 ２－０ 泉館山
　　　　３回戦　黒川 ０－２ 仙台大明成

バスケットボール部
高校総体 地区予選 
　１回戦　黒川 113－39 大崎中央
　２回戦　黒川 76－29 加美農業
　３回戦　黒川 39－76 古川学園
高校総体　県予選 
　１回戦　黒川 48－69 学院榴ヶ岡
選手権大会 宮城県予選　一次大会
　１回戦　黒川 50－79 学院榴ヶ岡
新人大会　大崎地区予選 
　１回戦　黒川 73－68 小牛田農林　
　２回戦　黒川 31－84 古川学園
　【大崎地区３位】

男女バドミントン部
地区総体
　男子ダブルス　　【準優勝】　宇藤勇樹
　　　　　　　　　　　　　　須藤和樹
　男子シングルス　【第３位】　須藤和樹
　男子学校対抗戦　【優　勝】 
　女子学校対抗戦　【第３位】 
県総体
　男子ダブルス　４回戦進出【ベスト32】 
　　　　　　　　 宇藤勇樹・須藤和樹
地区新人
　男子学校対抗戦　【第３位】 
　女子学校対抗戦　【準優勝】 

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告



男女卓球部
全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）
宮城県予選会
　男子シングルス　紺野晴太　出場
宮城県高等学校総合体育大会卓球競技
　女子団体戦　【ベスト 16】
宮城県高等学校新人卓球大会
　男子団体戦　県大会出場
　女子団体戦　県大会出場
　女子シングルス
　平賀里菜・須藤葵・瀬戸清楓　県大会出場

ソフトボール部
高校総体ソフトボール競技大崎地区大会
　第１試合
　黒川 ７－３ 中新田・涌谷・古川黎明合同
　第２試合
　黒川 ０－７ 小牛田農林　【２位】
宮城県高等学校総合体育大会
　第１試合
　黒川 ２―13 富谷・泉・泉松陵（３回コールド）

柔道部
宮城県高等学校総合体育大会
　個人戦　66kg 級　武田智喜
　準々決勝敗退【ベスト８】
大崎・栗原登米地区高等学校柔道新人大会
　個人戦　軽量級（60kg 級・66kg 級）
　武田智喜　【優　勝】

剣道部
県総体
　女子個人　鈴木・小川　１回戦敗退
　男子個人　大野・日野　１回戦敗退　
県新人
　女子個人　小川　　　　１回戦敗退
　男子個人　大野・日野　１回戦敗退

吹奏楽部
アンサンブルコンテスト多賀城地区大会
　打楽器五重奏　【銀　賞】

書道部
全国硬筆作品展覧会
　【大阪市議会長賞】　　　髙橋亜美
　【日本書道教育連盟賞】　浅野ひなた
全国小中高児童生徒　川開書道展
　【準大賞】　髙橋亜美・鳥澤楓茄
　【特　選】　鈴木双葉・最知叶愛

美術部
泉・黒川地区高等学校美術展
　入賞者
　【優秀賞】　高橋美咲
　【奨励賞】　髙橋未香・小林美友・永山花

ロボット研究部
高等学校ロボット相撲選手権
北海道東北選手権
　ラジコン型
　【第３位】　とんかつ１号
　　　　　　古内　元・榊原　京
宮城県高等学校ロボット相撲大会
　ラジコン型
　【優　勝】　とんかつ１号
　　　　　　古内　元・榊原　京
　【第２位】　サーモン５号
　　　　　　示野　啓介・ 森田　瑞輝
　【第３位】　マグロ４号
　　　　　　赤井澤侑太， 平田　結雅
高校生ロボット相撲全国大会
　ラジコン型
　【ベスト８・ 経済産業大臣賞受賞】とんかつ１号
　　　　　　古内　元・榊原　京
　【ベスト16】サーモン５号
　　　　　　示野　啓介・ 森田　瑞輝

囲碁・将棋同好会
宮城県高等学校将棋新人戦
　男子個人戦
　Ｂ級　【第５位（ベスト16）】　阿部駿斗

５ 黒川高等学校同窓会報　令和5年（2023年）３月1日発行
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現
在
、
宮
城
県
内
に
還
暦
20
チ
ー
ム
、
古
希
12

チ
ー
ム
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
志
田
地
区
の
球
場

で
春
季
並
び
に
秋
季
大
会
が
日
曜
日
ご
と
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
野
球
小
僧
チ
ー
ム
も
、
令
和
元
年
に
富

谷
・
黒
川
地
域
内
の
黒
川
高
校
O
B
を
主
体
に
結

成
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
何
と

か
勝
ち
越
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
仲
間
は
20
名
の
メ
ン
バ
ー
で
毎
週
土
曜

日
に
練
習
し
、
体
力
づ
く
り
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

励
ん
で
い
ま
す
。
是
非
興
味
の
あ
る
人
は
加
入
を

待
っ
て
い
ま
す
。

【
短
　
信
】

　
卒
業
以
来
60
年
と
な
り
ま
し
た
。
近
来
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
同
級
会
も
開
催
出
来
ず
旅
行
も
無
し
、

み
ん
な
と
も
会
え
ま
せ
ん
。
体
力
づ
く
り
で
野
球

や
グ
ラ
ン
ド・パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

何
と
か
早
く
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う
も
の
で
す
。

黒
川
野
球
ク
ラ
ブ
監
督

熊
谷
喜
久
雄
（
昭
和
37
年
卒
）

 

吉 

岡 

支 
部

　
12
月
３
日
㈯
２
年
振
り
の
支
部
総
会
が
19
人
の
参
加
に
よ
り
遠

藤
旅
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
文
字
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に

続
き
、
山
路
同
窓
会
長
よ
り
在
校
生
の
活
躍
な
ど
の
紹
介
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
中
島
副
支
部
長
を
議
長
と
し
て
協
議
に
入

り
、
事
務
局
よ
り
事
業
・
会
計
報
告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
協
議
の
重
要
課
題
で
あ
る“

吉
岡
支
部
の

今
後
に
つ
い
て”

話
し
合
い
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
役
員
交
代
が

出
来
な
い
現
状
を
考
え
、
当
分
の
間
の
支
部
活
動
の“

休
止”

が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
繋
が
り
の
大
事
さ
や
会
報
配
布
も

続
け
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
そ
の
打
開
策
を
今
年
度
内
に

講
ず
る
よ
う
執
行
部
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
会
議
で
は

他
支
部
の
厳
し
い
現
状
や
、
同
窓
会
予
算
が
在
校
生
の“

終
身
会
費”

に
賄
わ
れ
て
い
る
実
情
も
話
題
に
な
り
、
同
窓
会
並
び
に
支
部
の

今
後
の
有
り
方
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
感
染
予
防
マ
ナ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
久
し
振
り

に
元
気
で
和
や
か
な
親
睦
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

庶
務
担
当　
小
野
　
玲
子

同
窓
生
の
集
い

各 

支 

部 

の 

活 

動

還
暦
野
球
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
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落 

合 

支 

部

　
私
は
、令
和
４
年
１
月
末
か
ら
落
合
支
部
の
事
務
局
を
仰
せ
つ
か
り
、

今
年
が
何
事
も
初
め
て
の
活
動
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
、
当
支
部
の
事
務
局
が
不
在
に
な
っ
て

お
り
活
動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
は
亡
き
私
の
父
が
、
黒
川

高
校
の
創
立
１
０
０
周
年
の
頃
に
本
部
の
副
会
長
を
し
て
お
っ
た
こ
と

等
に
よ
り
、
小
川
支
部
長
さ
ん
よ
り
急
遽
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
指

名
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
事
務
局
業
務
を
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
春
先
よ
り
先
ず
は
総
会
を
と
、
２
年
分
の
決
算
等
を
ま
と
め
、
事
業

計
画
と
し
て
、
以
前
は
県
外
等
へ
の
移
動
研
修
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
会
費
の
未
徴
収
等
、
予
算
の
な
い
中
で
の

事
業
計
画
に
は
悩
み
ま
し
た
が
、
現
在
、
落
合
地
区
の
共
通
の
話
題
は

何
か
を
見
渡
し
た
と
き
、
異
常
気
象
等
に
よ
る
「
水
害
」
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　
偶
々
、
今
年
の
３
月
に
、
国
（
国
土
交
通
省
）
に
お
い
て
、
吉
田
川

の
向
こ
う
30
年
の
整
備
計
画
が
見
直
さ
れ
、
数
十
年
に
一
回
の
大
雨
に

耐
え
ら
れ
る
計
画
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
を
落
合
地
区
の
同
窓
生
に
周

知
の
機
会
と
思
い
浮
か
び
、
石
巻
の
国
土
交
通
省
河
川
事
務
所
長
に
お

願
い
し
、
６
月
５
日
㈰
吉
岡
の
遠
藤
旅
館
で
総
会
と
併
せ
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
30
数
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、
吉
田
川
が
近
年

中
に「
暴
れ
川
か
ら
穏
や
か
な
母
な
る
川
」に
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
将
来
へ
の
安
堵
感
と
期
待
感
、
そ
し
て
今
後
の

課
題
は
「
内
水
対
策
」
と
い
う
点
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
村
部
が
若
者
不
足
で
過
疎
化
す
る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
先
ず
は
住
み
や
す
い
環
境
の
整
備
を
と
の
吉
田
川
の
研
修
会
で

し
た
が
、
落
合
地
区
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
は
、
同
窓
会
の
歴
史
同
様

に
、
正
に
落
合
地
域
全
体
の
歴
史
的
課
題
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
研
修
会
で
し
た
。落

合
支
部
事
務
局　
瀬
戸
　
啓
一
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平
成
30
年
度
か
ら
支
部
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
館
山
公
園
整
備
事
業
、
本
年
度
、
８
月
21

日
㈰
当
日
は
連
日
の
猛
暑
日
と
な
り
、
熱
中
症
対

策
を
取
り
な
が
ら
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
猛
暑

日
に
も
関
わ
ら
ず
本
部
か
ら
山
路
会
長
さ
ん
、
事

務
局
の
三
浦
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
石
神
山
精
神
社
境
内
か
ら
展
望
台
ま
で
の
整
備

は
、
今
後
も
継
続
事
業
と
し
て
活
動
を
行
い
、
町

内
外
の
皆
さ
ん
に
「
も
っ
と
も
っ
と
」
知
っ
て
い

た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
ア
ジ
サ
イ
の
時
期
に
は
ぜ
ひ
展
望
台
ま
で
！

吉
田
支
部
事
業

奉
仕
作
業
活
動
報
告

吉
田
支
部
長
　
堀
　
籠
　
日
出
子

令和5年（2023年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報



仙 台 計

県 内 計

県 外 計

縁 故 計

就 職 者 合 計

９

【令和３年度（昨年度）】

過去２年間の進路状況

主な進路先

●就職内定者数（実数）

就 職
108
0

100.0

公 務 員
4
0

100.0

大学・短大
12
0

100.0

専門学校
41
0

100.0

そ の 他
0
4

0.0

合 計
165
4

97.6

【令和４年度（令和５年１月10日現在）】
種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

㈱コバヤシ　東北工場
プライムアースEVエナジー㈱宮城工場
トヨタ自動車東日本㈱
㈱あらた　東北支社
白石食品工業㈱仙台工場
愛知陸運㈱
㈱ワイ・デー・ケー宮城工場
㈱イズミテクノ
アイシン高丘東北㈱
㈱東北ライト製作所
THKインテックス㈱ 仙台工場
スズデン㈱
㈱サンエーテック
㈱フジ・コーポレーション
日進工具㈱
㈱日進エンジニアリング
医療法人　明徳会　青葉第二歯科
㈱C&D
㈱エス・ディ・ロジ
宮城建設工業㈱　富谷支店
東北センコー運輸㈱　大和営業所
フクダ電子　ファインテック仙台㈱
㈱ササキ　宮城事業部
レンゴー株式会社新仙台工場
旭陽電気㈱　宮城工場
㈱バイタルネット 宮城物流センター
㈱E-Pro
IHミートソリューション㈱
東洋産業㈱
㈱大和コンサルタント
AGCグラスプロダクツ㈱ 大衡工場

2
6
4
1
3
2
5
3
1
2
5
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
4
6
1
1
1
1
1
1
66

事 業 所 名

管 内 計

管
　
内

仙
　
台

県
　
内

縁故

県
外

計
セイコーインスツル㈱仙台事業所
㈱仙台村田製作所
東北電力ネットワーク㈱
㈱ヒューテックノオリン
㈱ユアテック宮城サービス
日本ファインセラミックス㈱
東北発電工業　株式会社
㈱紀生
産電工業㈱
㈱日産サティオ宮城
凌和電子㈱
トヨタカローラ宮城㈱
ネッツトヨタ仙台㈱
お茶の井ヶ田㈱
千田建設㈱
㈱ホテル佐勘
北川ヒューテック㈱東北支店
Ｏ・Ｔ・テクノリサーチ㈱
医療法人　松田会
㈱松田会
㈱ヤマダデンキ
㈱オフィスコンフォートM
㈱半田屋
トリンプ・インターナショナル・ジャパン㈱

1
4
2
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
30

アイリスオーヤマ㈱
YKK AP㈱　東北製造所
東北大蔵電気㈱
ケミコン東日本㈱　宮城工場
㈱RS TECHNOLOGIES 三本木工場
㈱コメリ
㈱おてんとさん
医療法人 報徳会 利府デンタルクリニック
㈱佐藤工務店

1
1
1
1
1
1
1
1
1
9

㈱日東コンクリート技術事務所 1
1

1
1
2

事 業 所 名 計

●専修・各種学校合格者数（延べ人数）

宮城調理製菓専門学校
専門学校花壇自動車大学校
仙台工科専門学校
仙台大原簿記情報公務員専門学校
仙台保健福祉専門学校
仙台ヘアメイク専門学校
仙台理容美容専門学校
東北電子専門学校
東日本航空専門学校
仙台医健・スポーツ専門学校
仙台医療秘書福祉専門学校
仙台ウエディング＆ブライダル専門学校
専門学校東北動物看護学院
仙台総合ペット専門学校
仙台ECO動物海洋専門学校
仙台スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
トヨタ東京自動車大学校 
大原簿記情報ビジネス専門学校大宮校

3
2
1
4
3
2
4
4
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
36

県
　
内

県
外

計

合　計

専修・各種学校

ジェイフィルム㈱　成田工場
㈱小田島組（O2グループ）

●公務員合格者数（延べ人数）

1
3
3
7

大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生
自衛官候補生

合　計

職　種 計

●大学・短大等　合格者数

東北学院大学
東北工業大学
東北生活文化大学
尚絅学院大学
東北文化学園大学

3
2
1
1
1
8

大　学

県
　
内

計

合　計

聖和学園短期大学
仙台青葉学院短期大学

1
3
4

県 

内

計

合　計

短 期 大 学 等

卒 業 生 の 進 路 状 況

●看護系学校合格者数（延べ人数）

1仙台医師会看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

108

就 職
139
0

100.0

公 務 員
4
0

100.0

大学・短大
21
0

100.0

専門学校
44
0

100.0

そ の 他
0
3

0.0

合 計
208
3

98.6

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

1
3
4

東北職業能力開発大学校
宮城県立仙台高等技術専門校

合　計

大学校・高等技術専門校 計
●大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

黒川高等学校同窓会報　令和5年（2023年）３月1日発行



10

　
令
和
五
年
度
は
、
同
窓
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
八
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
黒
川
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
、
同
窓
会
の
欄
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓

会
報
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
同
窓
会
報
は
各
支
部
の
中
で

配
付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個

人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
住

所
等
を
登
録
し
な
い
会
員
も
お
り
、
各
支

部
で
会
報
の
配
付
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
会
員
へ
は
卒
業

後
二
年
間
、
同
窓
会
報
を
送
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
各
支
部
へ
の
配

付
は
こ
れ
ま
で
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
支

部
で
受
領
さ
れ
て
い
た
方
は
、
支
部
役
員

の
方
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
宅
へ
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
送

料
九
四
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用

封
筒
を
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

事
務
局　
三 

浦　
　
葵

　
昨
年
も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
評
議
員
会
は
実
施
で
き
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
各
支
部
総
会
が

中
止
に
な
っ
た
た
め
、
昨
年
同
様
の
ペ
ー

ジ
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と

し
て
こ
の
後
も
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面

の
作
成
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
報
に
つ
い
て
ご

要
望
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
支
部
の
様
子

だ
け
で
な
く
、
同
級
会
の
お
知
ら
せ
や
、

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
級
会
開
催
の
案
内
（
日
程
・
問
い

合
わ
せ
先
等
）
や
同
級
会
の
報
告
、
叙
勲

の
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
様
式
は
不
問
で
す

◉「
氏
名
、
卒
業
年
、
住
所
、
電
話
、
掲
載
し

　

 

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
連
絡
方
法…

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◉
連
絡
先…

宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
事
務
局
長　
佐
々
木　
寛
征

〒
九
八
一‒

三
六
八
五

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
柴
崎
六
二

【
電　
話
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
一

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
二

転
出
職
員
（
職
・
氏
名
・
異
動
先
）

校
　
　
長
　
市
川
　
敬
行
（
退
　
　
　
職
）

教
　
　
諭
　
小
山
　
　
朗
（
退
　
　
　
職
）

教
　
　
諭
　
牛
坂
　
洋
之
（
仙 

台 

南 

高
）

教
　
　
諭
　
北
村
　
新
吾
（
白
石
工
業
高
）

教
　
　
諭
　
佐
藤
　
靖
行
（
白
　
石
　
高
）

教
　
　
諭
　
阿
部
　
真
也
（
県 

工 

業 

高
）

教
　
　
諭
　
狩
野
　
正
広
（
任 

期 

終 

了
）

実
習
助
手
　
石
森
　
彩
希
（
石
　
巻
　
高
）

事
務
室
長
　
髙
橋
　
誠
治
（
利
　
府
　
高
）

事
務
主
事
　
内
山
　
陽
加
（
西
多
賀
支
援
学
校
）

転
入
職
員
（
職
・
氏
名
・
前
任
校
）

校
　
　
長
　
遠
藤
　
俊
樹
（
古
川
工
業
高
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
報
の

　
　
配
付
方
法
に
つ
い
て

同
窓
会
報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

教
　
　
諭
　
阿
部
　
志
津
（
利
　
府
　
高
）

教
　
　
諭
　
溝
口
　
将
史
（
気
仙
沼
向
洋
高
）

教
　
　
諭
　
二
瓶
　
智
樹
（
古
　
川
　
高
）

教
　
　
諭
　
三
原
健
太
朗
（
登
米
総
合
産
業
高
）

実
習
講
師
　
佐
藤
　
佳
彦
（
利
　
府
　
高
）

事
務
室
長
　
村
上
　
貴
宏
（
県 

教 

育 

庁
）

事
務
主
事
　
清
野
　
純
平
（
栗 

駒 

南 

小
）

令
和
四
年
三
月
末
の
教
職
員
の
異
動

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

編
集
を
終
え
て
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